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東
品
川
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
、

オ
ー
プ
ン

去
る
９
月
１
日

（火
）
東
品
川
高
齢
者
多
世

代
交
流
支
援
施
設

（東
品
川
ゆ
う

ゆ
う
プ
ラ

ザ
）
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
昨
年
９
月
か
ら
従
前

の
シ
ル

バ
ー
セ
ン
タ
ー
を
大
規
模
改
修
す
る
に
あ
た
り
、

ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
に
衣
替
え
し
た
も
の
で
す
。

福
栄
会
と
し
て
は
、
平
塚
に
続
き
二
つ
目
の
ゆ

う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理
受
託
に
な
り
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
当
日
は
、
区
長
も
来
所
さ
れ
、
議

長
を
始
め
、
地
元
の
町
会
長
や
民
協
会
長
に
加

え
、
野
村
理
事
長
も
招
か
れ
、
時
勢
に
合
わ
せ
、

簡
単
な
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
セ
レ

モ
ニ
ー
が

挙

行
さ
れ
ま
し

た

。
挨

拶

の

後

、
少

々
華

や
か
に
テ
ー

プ

カ
ツ
ト

が

行
わ
れ
、
従

事
者
職
員

の

紹
介
が
続
き
、

式
典
終
了
後

は
、
内
覧
と

オ
ー
プ

ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
区
内
の
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー

と
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ
の
う
ち
、
面
積

・
利
用
者

数
共
最
大
の
施
設
で
、
そ
の
９
割
が
浴
室
利
用

者
で
あ
る
外
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド

コ
ー
ナ
ー
や
、
囲

碁

・
将
棋
、
舞
台
付
の
部
屋
、
健
康
増
進
室
な

ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
新
た
に
菜
園

が
設
け
ら
れ
、
誰
で
も
使
え
る
交
流
ス
ペ
ー
ス

や

「
ゆ
う
ゆ
う
ル
ー
ム
」
と

い
う
呼
称
の
自
主

事
業
専
用
ル
ー
ム
も
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
従
来
か
ら
の
利
用
者
に
加
え
、
子
育

て
世
代
を
中
心
と
し
て
、
多
世
代
の
新
た
な
利

用
者
を
発
掘
し
、
地
域
の
全
て
の
年
代
の
皆
さ

ま
が
、
気
軽
に
訪
れ
、
利
用
さ
れ
る
、
そ
ん
な

施
設
運
営
に
務
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（金
子
）

東
品
川
ゆ
う
ゆ
う
プ
ラ
ザ

エン トランス

ふくえいだより vo1 89

設

イベント

晶‖1区立東品リ

東晶川ゆうゅぅプラザ ォープニング

野村理事長挨拶

品|.1区 ユ東品

"幅
齢者多世代交流支援施設

東品川ゆうゆうプラザ オープニングイベント

テープカット

一一

‐ ‐・.・
彗 :

率婢 鋒 | |‐

地域交流スペース

ゆうゆうルーム ビリヤー ドスペース

0

受付

炒

静

鍮

●
■
　
　
一
，

各

|■ ■||

憑置壼
多
　
　
　
　
　
ヽ

〓

―

　

　

　

　

・

´
・　
　
　
　
　
　
　
．

|

新装なった浴室

■■■■■

滲



vo1 89 ふくえいだより

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ヘ
の
対
応

５
月
２７
日
、
国
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策

特
別
措
置
法
に
基
づ
く
緊
急
事
態
宣
言
は
解
除

さ
れ
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症

（以
下
、
新
型

コ
ロ
ナ
）
が
終
息
し
た
わ
け

で
は
な
く
、
感
染
予
防
と
社
会
経
済
活
動
を
両

立
さ
せ
て
い
く
方
向
と
な
り
ま
し
た
。

外
出
や
移
動
の
自
粛
、
商
業
施
設
の
休
業
等

が
社
会
生
活
を
疲
弊
さ
せ
て
お
り
、
失
業
や
倒

産
な
ど
を
防

い
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

６
月
は
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
陽
性
者
の
発
生
数
は

下
降
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
が
、
７
月
か
ら
再
び

感
染
者
数
が
増
加
し
第
２
波
の
様
相
を
呈
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
８
月
中
旬
を
ピ
ー
ク
に

下
降
傾
向
に
転
じ
ま
し
た
が
、
１０
月
に
入

っ
て

も
、
都
内
の
日
々
の
新
規
感
染
者
数
は
減
少
し

て
い
る
と
は
見
え
ず
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
で
す
。

当
法
人
に
お
い
て
も
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手

指
消
毒
、
手
す
り
等
の
人
が
接
触
す
る
部
分
の

消
毒
、
居
室
の
換
気
、
体
温
計
測
に
よ
る
健
康

チ

ェ
ッ
ク
な
ど
、
基
本
的
な
感
染
予
防
策
を
続

け
る
と
と
も
に
、
３
密
を
避
け
な
が
ら
の
事
業

運
営
に
あ
た

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、

７
月
に
障
害
者
就
労
継
続
支
援
事
業
所
に
お
い

て
職
員
１
名
に
感
染
者
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

幸

い
他
の
職
員
や
利
用
者

へ
の
感
染
が
な
か

っ

た
こ
と
か
ら
、
通
常
ど
お
り
運
営
し
て
い
ま
す

が
、
新
型

コ
ロ
ナ
が
よ
り
身
近
に
あ
る
も
の
と

し
て
受
け
止
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

例
年

で
す
と
、
秋

に
は
、
さ
ん
ま
祭
り
、

オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
な
ど
で
地
域
の
皆
様

と
交
流
が
持
て
る
機
会
が
あ
る
の
で
す
が
、
新

型

コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た
め
、
残
念
で
す
が
中

止
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
冬
に
向
か

っ
て
は
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
体
調
を

崩
し
た
際
は
早
め
に
か
か
り

つ
け
医
な
ど
に
相

談
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
　

　

（仁
平
）

福
栄
会

の
入
所
施
設
の
面
会
に
つ
い
て
は
、

冬
期
か
ら
緊
急
事
態
宣
言
解
除
の
期
間
、
感
染

症
の
蔓
延
に
伴

い
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
晴
楓
ホ
ー
ム
で
は
、
感
染
者
が
減
少
し
た
６

月
か
ら
８
月
上
旬
ま
で
、
予
約
制
面
会
を
１
階

ロ
ビ
ー
で
行

い
ま
し
た
。
ご
家
族
に
も
入
館
時
、

マ
ス
ク
の
着
用
、
手
洗

い
、
手
指
消
毒
、
検
温

の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
半
年
ぶ
り
に

顔
を
会
わ
せ
る
ご
家
族
も
あ
り
、
１５
分
と

い
う

短

い
面
会
時
間
で
申
し
訳
な
く
思

い
ま
し
た
。

現
在
も
、
区
内
の
福
祉
事
業
所
に
お
い
て
感

染
症
の
報
告
が
あ
り
、
面
会
の
再
開
が
難
し
い

状
態
で
す
。
秋

か
ら
冬
の
期
間
、

テ
レ
ビ
電
話
の

活
用
等
で
ご
家

族
と
利
用
者
の

皆
様
が
安
全
に

面
会
交
流
が
で

き
る
よ
う
に
準

備
を
進
め
て
お

り
ま
す
。（十
日
日外
）

食堂に感染防止ボー ドを設置

フェイスシール ド装着

距離を取っての面会

秋
の
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
に

薔 6
:■
I:|ヽ

額斑‐響

0

福
栄
会

面
会
の
実
施
に
つ
い
て
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子
ど
も
食
堂
福
栄
み
ら
い
塾
と

讃
岐
う
ど
ん

６
月
１７
日

（水
）

「
こ
こ
の
う
ど
ん
は
、
生

き
て
い
る
」
で
お
馴
染
み
の
九
亀
製
麺
の
日
本

に

一
台
し
か
な
い
と

い
う
キ

ツ
チ
ン
カ
ー
が
、

福
栄
み
ら
い
塾
に
や
っ
て
き
ま
し
た

こ
の
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
に
よ
る
、
取
り
組
み
は
、

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
、

通
常
通
り
に
開
催
で
き
な
い
子
ど
も
食
堂
の
子

ど
も
達

へ
、
お
い
し
い
う
ど
ん
を
届
け
た
い
と

い
う

（株
）
ト
リ
ド
ー
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

さ
ん
の
気
持
ち
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
な
が
ら
、
た

く
さ
ん
の
子
ど
も
達
に
う
ど
ん
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

会
場
内
で
の
様
子
は
、
品
川
区
公
式
チ
ャ
ン

ネ
ル

「
し
な
が
わ
ネ

ッ
ト
Ｔ
Ｖ
」
で
配
信
中
で

す

の
で
是
非
ご
覧

に

な

っ
て
く
だ
さ

い
。

ヽ
ト
ト
＋
リ

ン

イ

一ノ

■
↑

ヽ

２０
名
の
皆
さ
ん
に
お
祝
い
品
贈
呈

福
栄
会

「長
寿
お
祝
い
の
会
」
は
９
月
１０
日

（本
）
神
山
東
親
会
会
長
を
来
賓
に
お
迎
え
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
百
歳
以
上
の
方
４
名
、
百
歳
の
方
２

名
、白
寿

（９９
歳
）
２
名
、卒
寿

（９０
歳
）
６
名
、

米
寿

（８８
歳
）
６
名
と
晴
楓

。
東
海
両
ホ
ー
ム

総
計
２０
名

（昨
年
度
２１
名
）
の
皆
さ
ん
に
、
野

村
理
事
長
や
神
山
東
親
会
会
長
よ
り
品
川
区
と

品
川
区
社
協
、
東
親
会

（地
元
町
会
）
か
ら
の

お
祝
い
の
品
々

（商
品
券

・
カ
ス
テ
ラ
等
）
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
利
用
者
を
代
表
し
、
東
海
ホ
ー

ム

・
伊
藤
静
子
さ
ん
に
お
礼
の
ご
挨
拶
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
様
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
（吉
原
）

福
栄
会
は
、
今
春
、
節
目
の
創
立
３０
周
年
を

迎
え
、
記
念
誌
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た
。

記
念
誌
は
、
福
栄
会
の
各
事
業
所
の
紹
介
や

３０
年
を
振
り
返
る
ペ
ー
ジ
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
の
紹
介
頁
を
増
や
し
、

今
後
の
福
栄
会
を
支
え
て
い
く
若
手
職
員
の
座

談
会
等
１
１
０
ペ
ー
ジ
を
超
え
る
記
念
誌
と
な

り
ま
し
た
ｃ

Ｄ
Ｖ
Ｄ
も
福
栄
会
の
取
組
み
や
行
事
の
様
子

を
年
単
位
で
カ
メ
ラ
マ
ン
に
撮
影

い
た
だ
き
、

利
用
者
の
皆
様
を
中
心
に
四
季
折
々
の
様
子
が

窺
わ
れ
る
内
容
に
な
り
ま
し
た
。
現
在
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル

も
進
め
て
お

り
、
皆
様

に

よ
り
福
栄
会

を
知

っ
て
い

た
だ
く

ツ
ー

ル
に
な
る
よ

う
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

（和
泉
）

品川>
ネッドⅣ

くトリドール
ホールディングス
HPの紹介財

日本に一台の丸亀製麺キッチンカー

伊藤静子さんの挨拶

記念撮影

機
蟷
猛
ロ

「長
寿
を
祝
う
会
」
開
催

福
栄
会
創
立
３０
周
年
記
念
誌

・

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
作
成
し
ま
し
た

0
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花

火

大

会

８
月
５
日

（水
）
に
花
火
大
会
を
福
栄
会
の

中
庭
で
行

い
ま
し
た
。
感
染
症
予
防
の
為
、
間

隔
を
空
け
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

参
加
者
は
手
持
ち
花
火
が
始
ま
る
と

「
子
供

の
頃
を
思
い
出
す
」
と

い
う
声
が
聞
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
品
川
音
頭
、
東
京
音
頭
の
曲
に
合
わ

せ
て
、
盆
踊
り
を
し
、
職
員
も
浴
衣
や
甚
平
を

着
て
、
夏
祭
り
の
雰
囲
気
を
楽
し
み
ま
し
た
。

辺
り
が
薄
暗
く
な
り
、
メ
イ
ン
の
噴
き
出
し
花

火
が
始
ま
る
と
拍
手
、
歓
声
が
沸
き
上
が
り
ま

し
た
。

「楽
し
か

っ
た
―
良
か

っ
た
わ
よ
」
と

い
う
沢
山
の
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

晴
楓
ホ
ー
ム
も
、
７
月
１６
日
、
８
月
２０
日
に

花
火
大
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
　

　

（町
田
）

８
月
１８
日

（火
）
、
品
川
佛
教
会

の
ご
協
力

に
よ
り
晴
楓
ホ
ー
ム

。
東
海
ホ
ー
ム
物
故
者
慰

霊
法
要
を
執
り
行

い
ま
し
た
。
当
日
は
、
残
暑

厳
し
い
中
、
ご
遺
族
の
方
々
に
参
列

い
た
だ
き

ま
し
た

（感
染
症
対
策
で
利
用
者
さ
ん
の
参
列

は
、
ご
遠
慮

い
た
だ
き
ま
し
た
）
。

昨
年
８
月

の
物

故
者
慰
霊
法
要
以

降
、
今
年
７
月
ま

で
の
１
年
間
で
亡

く
な
ら
れ
た
方
は
、

晴
楓
ホ
ー
ム
ー０
名
、

東
海
ホ
ー
ム
２
名

の
合
計
１２
名

の
方

で
し
た
。

平
成

２
年
５
月

の
福
栄
会
開
設
以

来

、

晴

楓

ホ

ー

ム

。
東
海
ホ
ー
ム

で
亡
く
な
ら
れ
た
方
は
５
５
２
名
と
な
り
ま
し

た
ｃ
読
経
法
要
の
後
、
こ
の
１
年
間
で
亡
く
な

ら
れ
た
１２
名
の
方
の
慰
霊
札
を
中
庭
の

「福
ち

ゃ
ん
」
像
の
地
下
に
安
置
し
、
ご
供
養

い
た
し

ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（吉
原
）

例
年
６
月
の
ミ
ニ
バ
イ
キ
ン
グ
で
は
年
に

一

度
の
流
し
そ
う
め
ん
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
が
、

今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
の
た
め

実
施
な
ら
ず
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
如
何
に
喜

ん
で
頂
け
る
の
か
検
討
し
た
結
果

【松
花
堂
弁

当
】
を
準
備
致
し
ま
し
た
。

６
月
２１
日

（日
）
お
楽
し
み
給
食
と
題
し
て

提
供
さ
れ
た
メ
ニ
ュ
ー
は
食
前
酒
な
ら
ぬ
青
梅

の
赤
ワ
イ
ン
煮
、
季
節
の

野
菜

。
そ
ら
豆
の
御
飯
、

流
し
な
ら
ぬ
椀
盛
り
そ
う

め
ん
、
皆
さ
ん
が
好
ま
れ

る
天
ぷ
ら
を
メ
イ
ン
に
新

じ
ゃ
が
の
旨
煮
、
い
か
と

分
葱
の
酢
味
噌
和
え
、
白

菜
の
浅
漬
、
茶
碗
蒸
し
、

デ
ザ
ー
ト
に
は
抹
茶
ム
ー

ス

の
白

玉

小

豆

添

え

等

・
・
・
お
膳

い
っ
ぱ
い

の
お
食
事
と
な
り
ま
し
た
。

食
べ
切
れ
る
の
か
し
ら
？

と
心
配
を
よ
そ
に
あ

っ
と

い
う
間
に
完
食
さ
れ
ま
し

た
。

（笑
）
　

（知
久
）

彗

0

東
海
ホ
ー
ム

Lヽ｀
ヽ

鰊

漑lil:1華

物
故
者
慰
霊
法
要
を

し
め
や
か
に
執

‐‐り
行
い
ま
し
た

「
Ｃ
ン

７
ヽ
ワ
一
ξ
一ぐ

・一

，

亀

一Ｖ
ｉ
■
ら
“

ヽ
■
■
ン

´

●

一

Ｌ

‥ｒ

儀

．Ｆ

振

．群

機

，
群

．懸

‥鮮

鮨

．鮮

群

●
計

雛

〓軒

鶴
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瑯灯縫餞輔饉議貸
中
又  ※品川区からの運営委託施設を含む。

●高齢者福祉部施設一覧・………・・・…・……・

☆晴楓ホーム (特別養護老人ホーム)

☆併設型短期入所生活介護 (ショートステイ)

☆東海ホーム (軽費老人ホームA型 )

☆東品川在宅サービスセンター

☆東品川在宅併設型認知症対応型通所介護

(ばかばか。なこみ)

☆東品川在宅介護支援センター

☆大崎在宅サービスセンター

☆大崎在宅単独型認知症対応型通所介護

☆大崎在宅介護支援センター

☆五反田保育園ふれあいデイホーム

☆ヘルバーステーシ∃ン東品川

☆東品川わかくさ荘 (高齢者住宅)

し

―
1蜀r

付

御

ネL

●障害者福祉部 ・………・……・・・・・・・・…・…・・…・・・………………

☆第―しいのき学園 (障害福祉サービス事業 生活介護)
☆第二しいのき学園 (障害福祉サービス事業 就労継続支援B型 )
☆南品川むつみ園 (障害福祉サービス事業 生活介護)
☆西大丼福祉園 (障害福祉サービス事業 生活介護・就労継続支援B型 )
☆西大丼つばさの家 (障害福祉サービス事業 共同生活援助)
☆グループホーム森前 (障害福祉サービス事業 共同生活援助)
☆グループホーム金子山 (障害福祉サービス事業 共同生活援助)
☆品川区東品川障害者相談支援センター (指定特定相談事業所)
☆品川区東品川障害者計画相談支援事業所 (指定特定相談事業所)
☆かがやき園 (障害者支援施設 施設入所支援 生活介護)
☆かもめ第一・第二・第三工房 (障害福祉サービス事業 就労継続支援B型 )
☆精神障害者地域生活支援センターたいむ

(地域生活支援事業 本目談支援・地域活動支援センター)
屹甦菫橿嵯諄 ………………………….…―……………………`.… … .一 .

☆家庭あんしんセンター (児童関連施設)
☆平塚ゆうゆうプラザ

(施設貸出・介護予防事業ほか・子育て支援・多世代交流)
☆東品川ゆうゆうプラザ

(施設貸出・介護予防事業ほか・子育て支援・多世代交流)

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た

◎
柿
川
　
衣
枝
様

▽
高
齢
者
施
設

へ

▽
紙
お
む

つ
生
寸
　

一
式

◎
関
東
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
協
会
様

▽
各
障
害
者
施
設

ヘ

▽
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

（白
く
ま
バ
ー
）

２４
本
入
り
２１
箱

◎
株
式
会
社
シ
ュ
ー
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
様

▽
各
福
祉
施
設

へ
　

▽
衣
類
生
寸
　
１
２
６
点

◎
ベ
ノ
ス
タ
ー
リ
ン
グ
有
限
会
社
様

▽
各
福
祉
施
設

へ
　

▽
衣
類
生
寸
　
１
０
３
点

◎
品
川
区
選
挙
管
理
委
員
会
様

▽
晴
楓
ホ
ー
ム
及
び
東
海
ホ
ー
ム
ヘ

▽
品
川
区
内
共
通
商
品
券

（選
挙
掲
示
板
設
置
の
お
礼
と
し
て
）

◇
猛
暑
が
去
り
、朝
晩
肌
寒
く
な

っ
て
、
日
暮
れ
も
早

く
な
り
ま
し
た
。
相
変
わ
ら
ず
、
感
染
症
対
策
に

追
わ
れ
る
毎
日
で
す
が
、
来
年
の
今
頃
は
、
何
の

心
配
も
な
く
野
外
に
出
て
、
利
用
者
さ
ん
と
秋
の

心
地
良

い
風
を
感
じ
な
が
ら
、
過
ご
し
た
い
と
切

に
思

っ
て
い
ま
す
。
皆
様
も
体
調
に
十
分
留
意
さ

れ
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
（吉
原
）

圧

運
営
方
針

１
．
利
用
者
を
中
心
と
し
た
施
設
運
営

２
．
地
域
福
祉
事
業
と
の

一
体
化

３
．
総
合
施
設
と
し
て
の
機
能
の
発
揮

ロ

サ
ー
ビ
ス
方
針

１
．
「自
立
の
援
助
」
と

「相
互
援
助
」

２
．
専
門
的

・
科
学
的
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

福
栄
会
総
合
情
報
誌

（年
３
回
発
行
）

「ふ
く
え
い
だ
よ
り
」第
８９
号

（秋
号
）

２
０
２
０
年

（令
和
２
年
）
１０
月
２６
日
発
行

編
集
人
　
―

‐　
士
口
原
　
伸

一

発
行
人
　
―

‐　
野
村
　
　
寛

発
行
所
　
―

―
　
社
会
福
祉
法
人
　
福
栄
会

〒
１
４
ｏ
ｌ
ｏ
ｏ
ｏ
２
品
川
区
東
品
川
３
１
１
１
８

丁
Ｅ
Ｌ
　
０
３

（５
４
７
９
）
２
９
８
１

（代
）

Ｆ
Ａ
×
　
０
３

（５
４
７
９
）
２
９
４
３

||.        
‐  ./″

福
栄

会

基
本
方

針

0

福
栄
会
で
は
個
人
情
報
の
取
扱
い
を
適
正
に
行
い
、

個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
い
て
厳
正

に
管
理
い
た
し
ま
す
。

編

集

後

記


